
２
　
開
国
博
Ｙ
１
５
０
テ
ー
マ
イ

　
　
ベ
ン
ド
「
ヒ
ル
サ
イ
ド
エ
リ

　
　
ア
」
の
概
要

　
ヒ
ル
サ
イ
ド
エ
リ
ア
は
、
2
0

0
9
年
に
実
施
さ
れ
た
横
浜
開
港

１
５
０
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
「
開

国
・
開
港
Ｙ
１
５
０
（
愛
称
：
開

国
博
Ｙ
１
５
０
）
」
の
テ
ー
マ
イ

ペ
ン
ト
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
「
横

浜
開
港
１
５
０
周
年
基
本
計
画

（
2
0
0
6
年
６
月
）
」
で
開
催
が

公
表
さ
れ
、
2
0
0
7
年
に
設
立

さ
れ
た
「
財
団
法
人
横
浜
開
港
１

５
０
周
年
協
会
」
が
実
施
し
た
。

　
ズ
ー
ラ
シ
ア
隣
接
地
区
を
会
場

と
し
、
「
私
か
ら
は
じ
め
る
こ
れ

か
ら
の
１
５
０
年
」
を
テ
ー
マ
に
、

市
民
自
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
企
画
・

出
展
す
る
「
市
民
創
発
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
展
開
し
た
。
こ
こ
で
は

１
８
２
の
市
民
創
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
生
ま
れ
、
2
0
0
9
年
７
月

４
日
（
土
）
～
９
月
2
7
日
（
日
）

の
8
6
日
間
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
等
、
来
場
者
が

対
話
・
参
加
・
体
験
で
き
る
様
々

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
行
わ
れ
た
。

　
自
然
と
の
共
生
を
テ
ー
マ
と
し

た
会
場
は
、
中
央
に
竹
の
大
屋
根

「
竹
の
海
原
」
を
配
置
し
、
そ
れ

を
取
り
巻
く
よ
う
に
風
、
水
、
丘
、

木
立
の
広
場
を
設
け
、
棚
田
や
段
々

畑
を
作
り
、
横
浜
の
原
風
景
の
再

現
を
試
み
た
。
竹
の
海
原
は
、
里

山
の
生
態
系
が
損
な
わ
れ
る
原
因

の
一
つ
で
あ
る
「
竹
」
の
活
用
実

験
場
と
し
て
の
位
置
づ
け
を
持
ち
、

制
作
に
あ
た
っ
て
は
横
浜
市
内
の

手
入
れ
が
必
要
な
竹
林
か
ら
の
切

り
出
し
を
行
っ
た
。
（
写
真
１
）

３
　
史
上
初
の
「
市
民
創
発
事
業
」

（
１
）
市
民
創
発
と
は

　
　
「
市
民
創
発
」
と
は
、
市
民
一

人
ひ
と
り
が
持
続
可
能
な
社
会
を

目
指
し
、
活
動
（
＝
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
）
を
創
造
し
、
他
者
に
思
い
を

伝
え
、
周
り
を
誘
発
し
、
よ
り
多

く
の
他
者
に
発
信
す
る
、
新
し
い

市
民
参
加
の
形
で
あ
る
。
事
業
コ

ン
セ
プ
ト
及
び
実
施
計
画
の
前
身

は
、
2
0
0
5
年
に
開
催
さ
れ
た

「
愛
・
地
球
博
」
の
瀬
戸
会
場
で

行
わ
れ
た
「
市
民
参
加
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
で
あ
る
。
当
時
事
業
を
担

当
し
て
い
た
愛
・
地
球
博
・
市
民

参
加
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
小
川
巧
記

氏
は
、
「
万
博
は
、
時
代
の
エ
ン

ジ
ン
を
魅
せ
る
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
。

1
9
世
紀
は
国
家
、
2
0
世
紀
は
企
業

で
あ
っ
た
が
、
2
1
世
紀
の
時
代
の

エ
ン
ジ
ン
は
「
市
民
」
で
あ
る
。

市
民
が
時
代
に
関
わ
り
、
課
題
を

解
決
し
て
い
く
姿
や
力
を
見
せ
る

た
め
、
愛
・
地
球
博
に
お
い
て

図１　万博の定義写真１　竹の海原

「
市
民
参
加
事
業
」
を
実
施
し
た
。
」

（
図
１
）
と
語
る
。
愛
・
地
球
博

の
「
市
民
参
加
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

で
は
３
２
５
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

生
み
出
し
、
の
べ
３
万
５
千
人
が

市
民
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
た
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2
0
0
9
年
、
横
浜
で
は
開
国

博
Ｙ
１
５
０
ヒ
ル
サ
イ
ド
エ
リ
ア

に
お
い
て
、
史
上
初
の
「
市
民
創

発
事
業
」
が
展
開
さ
れ
た
。
し
か

し
、
市
民
創
発
事
業
と
は
何
な
の

か
、
ど
の
よ
う
に
設
計
さ
れ
、
そ

こ
か
ら
何
か
生
ま
れ
た
の
か
、
十

分
に
語
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、

市
民
及
び
設
計
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

結
果
を
踏
ま
え
、
ヒ
ル
サ
イ
ド
の

「
市
民
創
発
事
業
」
を
考
察
す
る

こ
と
と
し
た
。

１
　
は
じ
め
に
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こ
と
で
成
功
を
収
め
、
こ
こ
か
ら

「
市
民
創
発
」
と
い
う
言
葉
が
生

ま
れ
た
。
そ
し
て
、
開
国
博
Ｙ
１

５
０
で
は
小
川
氏
を
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
と
し
て
迎
え
、
多
数
の
愛
・

地
球
博
経
験
者
の
知
見
を
惜
し
み

な
く
注
ぎ
込
み
な
が
ら
史
上
初
の

「
市
民
創
発
事
業
」
を
設
計
し
、

「
ヒ
ル
サ
イ
ド
エ
リ
ア
」
で
展
開

し
た
。

　
開
国
博
Ｙ
１
５
０
で
展
開
さ
れ

た
多
様
な
市
民
参
加
事
業
の
う
ち
、

ヒ
ル
サ
イ
ド
市
民
創
発
は
、
参
加

者
募
集
か
ら
閉
幕
後
の
最
終
的
な

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
ま
で
の
期
間
が

お
よ
そ
２
年
に
お
よ
び
、
最
も
長

期
に
渡
る
市
民
参
加
と
な
っ
た
。

な
お
、
開
国
博
Ｙ
１
５
０
の
市
民

参
加
事
業
の
参
加
実
人
数
３
４
、

０
０
５
人
の
う
ち
、
ヒ
ル
サ
イ
ド

市
民
創
発
（
竹
の
切
り
出
し
含
む
）

の
参
加
者
は
１
０
、
８
６
８
人
を

占
め
て
い
る
。

②
「
市
民
創
発
事
業
」
の
３
つ
の

　
視
点

　
市
民
創
発
事
業
は
、
①
「
個
」

で
あ
る
こ
と
、
②
「
フ
ラ
ッ
ト
な

関
係
を
結
ぶ
こ
と
」
③
「
プ
ロ
セ

ス
を
大
切
に
す
る
こ
と
」
と
い
う

３
つ
の
視
点
を
重
視
し
て
設
計
さ

れ
て
い
る
。
ま
ず
、
参
加
主
体
は

組
織
の
一
員
と
し
て
で
は
な
く

「
個
人
＝
私
」
と
い
う
一
人
称
単

数
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
。

こ
れ
は
「
個
人
と
し
て
立
つ
ほ
ど
、

人
は
他
者
を
求
め
る
よ
う
に
な
り
、

他
者
と
本
当
の
つ
な
が
り
を
構
築

す
る
よ
う
に
な
る
」
と
い
う
考
え

方
に
基
づ
い
て
い
る
。
そ
し
て
、

「
個
人
」
が
「
上
下
関
係
で
は
な

く
フ
ラ
ッ
ト
（
水
平
）
な
関
係
を

構
築
す
る
こ
と
」
を
重
視
し
、
そ

の
中
で
「
良
い
プ
ロ
セ
ス
」
を
生

み
出
す
こ
と
を
目
指
し
た
。
こ
れ

は
「
2
0
世
紀
、
企
業
に
代
表
さ
れ

る
「
組
織
」
の
「
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
」

の
構
造
の
中
で
「
成
果
」
を
追
い

続
け
た
こ
と
が
、
様
々
な
関
係
性

を
破
壊
し
、
環
境
問
題
を
は
じ
め

と
し
た
多
く
の
社
会
的
な
問
題
を

引
き
起
こ
し
て
き
た
。
2
1
世
紀
の

今
、
人
は
「
個
人
」
と
い
う
単
位

に
立
ち
返
り
「
フ
ラ
ッ
ト
」
に
つ

な
が
り
な
が
ら
「
良
い
プ
ロ
セ
ス
」

を
生
み
出
す
必
要
か
お
る
」
と
の

考
え
方
に
由
来
す
る
。
（
図
２
）

（
３
）
「
市
民
創
発
」
の
理
念
を
具
体

　
化
す
る
設
計

①
市
民
参
加
に
よ
る
事
業
コ
ン
セ

　
プ
ト
づ
く
り

　
市
民
創
発
事
業
で
は
、
市
民
の

企
画
段
階
か
ら
の
参
加
を
重
視
し

た
。
事
業
コ
ン
セ
プ
ト
の
策
定
に

あ
た
っ
て
は
、
公
募
市
民
を
交
え

「
市
民
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
　
（
意
見
交

換
会
）
　
（
2
0
0
7
年
６
月
～
７

月
）
」
を
実
施
し
た
。
「
な
ぜ
、
い

ま
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
の
か
」
、
そ

の
目
的
と
意
味
を
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
型
で
議
論
し
、
こ
の
と
き
生
ま

れ
た
の
が
、
「
Ｙ
１
５
０
つ
な
が

り
の
森
の
世
界
観
チ
ャ
ー
ト
」
で

あ
る
。
（
図
３
）
　
ヒ
ル
サ
イ
ド
会

場
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
持
続
可
能

な
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
、

「
過
去
・
現
在
・
未
来
、
地
域
と

地
球
、
自
分
と
他
者
」
の
さ
ま
ざ

ま
な
要
素
を
「
つ
な
げ
る
」
世
界

を
創
る
こ
と
が
目
標
と
さ
れ
た
。

②
創
発
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施

　
①
を
受
け
て
決
定
し
た
「
私
か

ら
始
め
る
こ
れ
か
ら
の
１
５
０
年
」

を
テ
ー
マ
に
市
民
創
発
メ
ン
バ
ー

を
募
集
し
、
応
募
し
た
３
０
８
名

を
対
象
に
2
0
0
8
年
１
月
か
ら

「
創
発
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
ス

タ
ー
ト
し
た
。
創
発
支
援
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
、
「
参
加
」
「
体
験
」
「
対

話
」
を
キ
イ
ワ
ー
ド
に
、
来
場
者

に
共
感
を
呼
ぶ
出
展
を
作
る
た
め

の
勉
強
・
交
流
・
意
見
交
換
会
等

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
開
催
回
数
は

公
式
な
も
の
で
合
計
3
0
回
を
超
え

る
。
「
横
浜
ら
し
さ
の
検
討
」
「
自

分
の
能
力
再
整
理
」
「
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
事
例
紹
介
」
「
プ
レ
イ
ベ

図２　参加のデザインの３要素

ン
ト
」
「
広
報
計
画
」
「
予
算
計
画
」

「
会
場
レ
イ
ア
ウ
ト
検
討
」
な
ど
、

イ
ベ
ン
ト
終
了
後
も
自
分
だ
も
の

手
で
活
動
を
維
持
・
発
展
し
て
い

け
る
よ
う
な
知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
創
り
だ
す
こ
と

を
目
指
し
、
設
計
さ
れ
た
。

③
伴
走
役
制
度
（
フ
ア
シ
リ
テ
ー

　
タ
ー
制
度
）

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
そ
れ
ぞ
れ

「
伴
走
役
」
と
い
う
担
当
の
専
門

ス
タ
ッ
フ
が
つ
き
、
出
展
の
具
体

化
に
向
け
た
ア
ド
バ
イ
ス
や
事
務

局
と
の
調
整
な
ど
を
行
っ
た
。
愛
・

地
球
博
で
は
、
市
民
プ
ロ
ジ
ェ
ク



卜
に
対
し
て
ア
イ
デ
ィ
ア
出
し
や

時
に
は
決
定
権
を
持
つ
事
務
局
ス

タ
ッ
フ
が
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
し
て

関
わ
っ
た
が
、
「
市
民
対
事
務
局
」

と
い
う
対
立
構
造
が
生
ま
れ
る
こ

と
が
あ
っ
た
。
今
回
の
ヒ
ル
サ
イ

ド
で
は
、
市
民
と
事
務
局
の
間
の

調
整
を
「
伴
走
役
（
フ
ア
シ
リ
デ
ー

タ
ー
）
」
と
い
う
市
民
で
も
事
務

局
で
も
な
い
中
間
的
存
在
が
担
う

こ
と
で
、
参
加
者
対
主
催
者
と
い

う
対
立
構
造
を
乗
り
越
え
、
よ
り

よ
い
出
展
を
生
み
出
す
こ
と
を
目

指
し
た
。
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
終
了

後
を
見
据
え
、
伴
走
役
が
い
な
く

な
っ
て
も
市
民
が
主
体
的
・
自
立

的
に
活
動
を
継
続
で
き
る
よ
う
、

専
門
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
・
ス
キ
ル
を

伝
え
る
な
ど
、
各
個
人
に
応
じ
た

能
力
開
発
を
目
指
し
た
設
計
が
さ

れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
「
市
民
創

発
事
業
」
の
市
庁
内
に
お
け
る
理

解
促
進
と
長
期
的
な
人
材
育
成
の

視
点
か
ら
、
市
職
員
か
ら
「
フ
ァ

シ
リ
デ
ー
タ
ー
」
役
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
り
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

運
営
補
助
等
を
行
っ
た
。
こ
れ
は

博
覧
会
級
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
初
め

て
の
試
み
で
あ
っ
た
。

④
拠
点
の
設
置

　
ヒ
ル
サ
イ
ド
市
民
創
発
事
業
で

は
、
創
発
メ
ン
バ
ー
同
士
が
フ
ラ
ッ

ト
に
つ
な
が
り
、
意
見
交
換
・
情

報
共
有
や
情
報
発
信
等
が
行
え
る

場
と
し
て
、
２
つ
の
拠
点
を
リ
ア

ル
と
バ
ー
チ
ャ
ル
の
世
界
に
お
い

た
。
創
発
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実

施
拠
点
と
し
て
閉
校
と
な
っ
た

「
旧
若
葉
台
西
中
学
校
」
の
活
用

を
行
っ
た
こ
と
と
、
創
発
メ
ン
バ
ー

限
定
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
「
創
発
メ
ン
バ
ー

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
運
用
で
あ
る
。

４
　
「
市
民
創
発
事
業
」
が
生
ん

　
　
だ
も
の

　
ヒ
ル
サ
イ
ド
市
民
創
発
の
応
募

者
総
数
は
３
０
８
名
で
あ
る
が
、

特
筆
す
べ
き
は
3
0
代
を
筆
頭
と
し
、

2
0
代
、
4
0
代
と
い
う
現
役
世
代
、

子
育
て
世
代
が
多
く
参
加
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
1
0
代
か

ら
8
0
代
ま
で
バ
ラ
ン
ス
よ
く
参
加

し
て
い
る
。
（
図
４
）
若
い
世
代

が
、
自
分
の
生
活
だ
け
で
な
く
公

共
に
も
目
を
向
け
始
め
て
い
る
時

代
性
が
う
か
が
え
る
。
そ
し
て
、

ヒ
ル
サ
イ
ド
で
は
「
個
人
」
と
し

て
の
参
加
を
前
提
に
、
気
軽
に
参

加
で
き
る
間
口
を
広
げ
た
こ
と
で
、

今
ま
で
市
民
活
動
を
し
た
こ
と
が

な
か
っ
た
層
、
行
政
に
か
か
わ
り

の
な
か
っ
た
新
し
い
層
が
参
加
し

や
す
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
で
は
、
多
様
な
世
代
・
立
場
の

人
が
集
う
市
民
創
発
事
業
で
何
か

生
ま
れ
て
い
た
の
か
。
参
加
者
に

起
こ
っ
た
「
小
さ
な
物
語
」
と
と

も
に
考
察
し
た
い
。

（
１
）
家
族
と
つ
な
が
る
～
家
族
内
の

　
関
係
性
と
意
識
の
変
化

　
ヒ
ル
サ
イ
ド
で
特
徴
的
だ
っ
た

の
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
現
に

あ
た
り
自
分
の
家
族
を
巻
き
込
む

参
加
者
が
多
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

Ａ
氏
も
自
分
の
家
族
を
巻
き
込
ん

だ
一
人
だ
っ
た
。
「
実
は
夫
は
私

か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
す
る
こ
と
が

理
解
出
来
な
い
人
で
し
た
。
す
ぐ

に
辞
め
る
だ
ろ
う
、
い
つ
か
辞
め

る
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
で
は
相
談
も
で
き
な
い

で
す
し
、
家
族
か
ら
孤
立
し
そ
う

な
時
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
イ

ベ
ン
ト
が
終
盤
に
さ
し
か
か
り
い

よ
い
よ
人
手
が
足
り
な
い
と
い
う

と
き
に
夫
も
手
伝
わ
ざ
る
を
え
な

い
状
況
に
な
り
ま
し
た
。
夫
は
実

際
に
参
加
し
て
い
る
人
の
姿
を
見

て
、
子
供
だ
ち
と
触
れ
合
っ
て
み

て
、
「
こ
う
い
う
活
動
も
良
い
も

の
だ
。
も
っ
と
早
く
か
ら
関
わ
っ

て
い
れ
ば
良
か
っ
た
。
ま
た
機
会

が
あ
っ
た
ら
参
加
し
た
い
。
」
と

い
う
ほ
ど
ま
で
に
変
化
し
ま
し
た
。
」

（
２
）
自
分
と
つ
な
が
る
～
夢
に
気
づ

　
き
行
動
を
は
じ
め
た
若
者

　
2
0
代
の
Ｂ
氏
は
、
自
分
が
何
を

実
現
し
た
い
の
か
わ
か
ら
な
い
ま

ま
ヒ
ル
サ
イ
ド
に
参
加
し
て
い
た
。

「
色
々
な
方
と
出
会
っ
て
話
を
す

る
中
で
、
自
分
が
何
を
実
現
し
た

い
の
か
が
見
え
て
い
き
ま
し
た
。

ヒ
ル
サ
イ
ド
は
自
分
に
と
っ
て
ま

さ
に
「
居
場
所
」
で
し
た
。
こ
の

よ
う
な
居
場
所
を
必
要
と
し
て
い

る
若
者
は
多
く
い
る
と
思
い
ま
す
。

今
度
は
、
自
分
の
力
で
、
人
が
つ

な
が
り
、
生
き
る
価
値
を
見
い
だ

せ
る
よ
う
な
「
居
場
所
づ
く
り
」

を
し
た
い
。
そ
の
た
め
に
今
で
は

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
勉
強
会
な
ど
に
も
積
極

的
に
参
加
し
て
い
ま
す
」
。

（
３
）
社
会
と
つ
な
が
る
～
想
い
を
言

　
語
化
し
、
手
に
入
れ
た
「
伝
え

　
る
力
」

　
コ
ス
プ
レ
に
関
す
る
出
展
を
行
っ

た
Ｃ
氏
。
「
コ
ス
プ
レ
は
華
や
か

そ
う
に
見
え
て
、
実
は
閉
じ
た
世

界
で
す
。
人
か
ら
偏
見
を
も
た
れ

攻
撃
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
一
方
で
、
普
段
は
人
前
に

出
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
コ
ス

プ
レ
な
ら
外
に
出
ら
れ
る
人
が
い

る
な
ど
、
人
に
よ
っ
て
は
社
会
と

つ
な
が
る
ツ
ー
ル
、
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

国
際
交
流
の
一
助
と
な
る
な
ど
様
々

な
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。
コ

ス
プ
レ
の
世
界
を
知
っ
て
も
ら
う

こ
と
、
誤
解
を
解
く
こ
と
を
目
的

に
、
ヒ
ル
サ
イ
ド
に
出
展
し
ま
し

た
。
最
初
は
自
分
が
何
を
伝
え
た

い
の
か
、
ど
う
伝
え
れ
ば
よ
い
の

か
が
わ
が
ら
な
か
っ
た
。
創
発
支

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
自
分
の

思
い
を
整
理
す
る
中
で
、
コ
ス
プ

レ
を
知
ら
な
い
相
手
に
も
わ
か
る

よ
う
に
伝
え
る
言
葉
を
手
に
入
れ

ま
し
た
。
手
伝
っ
て
く
れ
る
仲
間

も
出
て
き
ま
し
た
。
企
画
書
を
書

く
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
リ
ン
グ
や
広
報

の
仕
方
な
ど
様
々
な
ノ
ウ
ハ
ウ
も

身
に
つ
け
ま
し
た
。
今
で
は
、
大

学
で
特
別
講
義
を
行
っ
た
ほ
か
、

他
都
市
の
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
な
ど

で
も
お
話
し
て
い
ま
す
。
」

　
ヒ
ル
サ
イ
ド
閉
幕
１
か
月
後
の

2
0
0
9
年
1
0
月
、
創
発
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
最
終
回
が
行
わ
れ
、
創

発
メ
ン
バ
ー
約
１
０
０
名
が
「
自

分
に
と
っ
て
の
Ｙ
１
５
０
ヒ
ル
サ

イ
ド
に
関
わ
っ
た
成
果
」
に
つ
い

て
振
り
返
っ
た
。
参
加
者
か
ら
は

図４　ヒルサイド市民創発応募者年齢分類
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「
今
ま
で
漠
然
と
″
や
り
た
い
″
と

思
っ
て
い
た
こ
と
を
実
現
で
き
た
。
」

「
自
分
の
研
究
テ
ー
マ
に
関
す
る

新
し
い
協
力
関
係
を
手
に
入
れ
る

こ
と
が
で
き
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
さ
ら
に
大
き
く
し
よ
う
と
思
え

た
。
」
「
″
Ｙ
１
５
０
″
と
い
う
大

き
な
テ
ー
マ
だ
っ
た
た
め
、
普
段

出
会
う
機
会
の
な
い
、
多
分
野
の

人
が
一
堂
に
会
し
交
流
し
た
。
分

野
が
違
っ
て
も
目
指
し
て
い
る
こ

と
や
根
底
の
想
い
は
同
じ
だ
と
い

う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
」
「
ヒ
ル
サ

イ
ド
会
場
で
は
ブ
ー
ス
を
区
切
る

仕
切
り
が
な
か
っ
た
た
め
、
他
の

ブ
ー
ス
に
も
入
り
や
す
か
っ
た
。

間
違
っ
て
入
っ
て
く
る
お
客
さ
ん

も
多
く
い
た
。
色
々
な
人
が
ま
ぜ

こ
ぜ
に
な
り
、
当
初
想
定
し
て
い

な
か
っ
た
新
し
い
分
野
や
人
と
の

出
会
い
が
あ
っ
た
。
」
等
の
意
見

が
出
さ
れ
、
「
ヒ
ル
サ
イ
ド
の
成

果
」
と
し
て
共
有
さ
れ
た
。

５
　
「
市
民
創
発
事
業
」
を
行
う

　
　
意
味

（
１
）
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
醸

　
成
の
装
置

　
現
代
で
は
、
他
者
と
の
関
係
性

の
希
薄
さ
が
、
孤
立
死
な
ど
の
様
々

な
社
会
的
問
題
を
生
ん
で
い
る
。

市
民
創
発
事
業
で
は
、
市
民
が
一

人
の
「
個
人
」
と
し
て
他
者
と
関

係
性
を
結
ぶ
こ
と
、
つ
ま
り
、

「
つ
な
が
る
力
を
育
む
こ
と
」
を
、

公
共
イ
ベ
ン
ト
と
い
う
一
定
の
安

全
性
を
担
保
し
た
空
間
の
中
で
行
っ

て
き
た
。
パ
ッ
ト
ナ
ム
　
（
注
１
）

が
「
信
頼
」
「
規
範
」
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
か
ら
な
る
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

キ
ヤ
ピ
タ
ル
」
と
い
う
概
念
を
論

じ
て
い
る
が
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は

ま
さ
に
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ヤ
ピ

タ
ル
」
を
生
み
出
す
装
置
で
あ
っ

た
。

（
２
）
「
非
日
常
」
の
効
果
と
キ
ャ
パ

　
シ
テ
ィ
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

　
市
民
が
、
自
分
が
何
を
実
現
し

た
い
か
を
考
え
る
と
き
に
、
イ
ベ

ン
ト
と
い
う
「
非
日
常
性
」
の
空

間
を
作
る
こ
と
で
、
日
常
生
活
で

の
制
約
を
一
定
程
度
取
り
払
い
、

自
由
に
夢
を
描
く
こ
と
が
で
き
る
。

そ
し
て
、
創
発
メ
ン
バ
ー
同
士
で

夢
を
語
り
合
い
、
想
い
を
共
有
す

る
中
で
、
夢
を
応
援
し
合
う
同
志

が
で
き
る
。
仲
間
か
ら
背
中
を
押

さ
れ
る
こ
と
で
、
普
段
不
可
能
に

思
え
る
こ
と
で
も
実
現
で
き
そ
う

な
感
覚
を
抱
く
。
ま
た
、
想
い
の

実
現
に
あ
た
っ
て
は
、
法
・
制
度
、

難
解
な
行
政
用
語
な
ど
を
「
翻
訳
」

す
る
伴
走
役
（
フ
ア
シ
リ
デ
ー
タ
ー
）

が
い
る
こ
と
で
実
際
に
実
現
可
能

性
が
高
ま
る
。
さ
ら
に
、
今
や
ら

な
い
と
次
の
機
会
は
な
い
と
い
う

「
イ
ベ
ン
ト
の
一
回
性
」
が
参
加

者
を
駆
り
立
て
、
出
来
な
い
と
思
っ

て
い
た
こ
と
が
実
現
す
る
。
こ
の

「
や
れ
ば
で
き
る
」
と
い
う
成
功

体
験
は
、
市
民
に
と
っ
て
と
て
も

大
き
な
自
信
と
な
る
。

　
ま
た
、
出
展
ま
で
の
準
備
期
間
、

市
民
は
出
展
の
コ
ン
セ
プ
ト
か
ら
、

制
作
、
運
営
、
広
報
、
会
計
ま
で

自
ら
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

多
様
な
人
々
の
協
力
を
得
て
実
現

に
向
か
う
中
で
、
参
加
者
一
人
ひ

と
り
の
能
力
開
発
が
さ
れ
る
「
キ
ャ

パ
シ
テ
ィ
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
」
が

行
わ
れ
て
い
る
。

　
成
功
体
験
と
自
分
の
想
い
を
実

現
す
る
力
を
得
た
市
民
は
、
イ
ベ

ン
ト
終
了
後
も
、
新
し
い
夢
を
描

き
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
を
模
索
す
る
。

（
３
）
「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
シ
テ
ィ
」

　
の
担
い
手
と
「
持
続
可
能
な
都

　
市
」
へ

　
こ
の
よ
う
に
、
イ
ベ
ン
ト
と
い

う
「
非
日
常
」
の
空
間
で
力
を
つ

け
た
「
個
」
が
、
今
度
は
自
分
の

「
日
常
」
の
中
で
力
を
発
揮
す
る
。

イ
ベ
ン
ト
は
人
が
人
と
つ
な
が
り
、

自
分
ら
し
く
力
を
発
揮
す
る
た
め

の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
と
し
て
寄
与

し
て
い
る
。
「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

シ
テ
ィ
」
と
は
、
創
造
的
な
活
動

に
寄
与
す
る
こ
う
し
た
市
民
を
創

出
す
る
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
ウ
ィ
ラ
ー
（
注
２
）

は
持
続
可
能
な
都
市
の
定
義
に

「
参
加
と
協
働
」
を
あ
げ
て
い
る

が
、
「
個
」
と
し
て
市
民
一
人
ひ

と
り
が
変
化
す
る
こ
と
が
、
地
域

を
変
え
、
横
浜
を
変
え
、
世
界
を

変
え
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
る
と

考
え
ら
れ
る
。
（
写
真
２
）

６
　
「
市
民
創
発
事
業
」
か
ら
育

　
　
ち
ゆ
く
芽

　
Ｙ
１
５
０
の
閉
幕
後
、
市
民
活

動
を
支
援
す
る
事
務
局
機
能
が
失

わ
れ
「
市
民
創
発
」
は
市
民
の
手

に
委
ね
ら
れ
た
。
2
0
0
9
年
1
0

月
に
旭
区
で
行
わ
れ
た
「
次
の
つ

な
が
り
を
考
え
る
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
、

2
0
1
0
年
７
月
の
「
ヒ
ル
サ
イ

ド
メ
ン
バ
ー
懇
親
会
」
等
が
創
発

メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
企
画
さ
れ
る

写真２　市民創発メンバー

蓄
積
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
一

度
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

　
開
港
１
５
０
周
年
を
契
機
に
、

新
し
い
横
浜
を
創
り
だ
す
種
が
蒔

か
れ
た
。
地
域
課
題
の
解
決
や
、

自
立
し
た
持
続
可
能
な
市
民
活
動
、

「
新
し
い
公
共
」
な
ど
の
現
代
の

キ
イ
ワ
ー
ド
を
考
え
る
と
き
、
ヒ

ル
サ
イ
ド
の
「
市
民
創
発
事
業
」

の
プ
ロ
セ
ス
と
成
果
は
、
そ
の
ヒ

ン
ト
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
今
後

も
こ
の
「
つ
な
が
り
の
社
会
実
験
」

に
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
っ
た
の
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（
注
１
）

　
　
　
P
u
t
n
a
m
,
R
o
b
e
r
t
D
｡
(
1
9
9
3
)
.

M
a
k
i
n
gD
e
m
o
c
r
a
c
y

W
o
r
k
,
C
i
v
i
c

T
r
a
d
i
t
i
o
n
s

i
n
M
o
d
e
r
n
I
t
a
l
y
,

P
r
i
n
c
e
t
o
n

U
n
i
v
.Pr
e
s
s
.
を
参
照

（
注
２
）

　
　
Ｗ
ｈ
ｅ
ｅ
ｌ
ｅ
ｒ
,
　
Ｓ
（
1
9
9
8
）
’

Ｐ
ｌ
ａ
ｎ
ｎ
ｉ
ｎ
ｇ
　
Ｓ
ｕ
ｓ
ｔ
ａ
ｉ
ｎ
ａ
ｂ
ｌ
ｅ
　
ａ
ｎ
ｄ
　
Ｌ
ｉ
ｖ
ａ
ｂ
ｌ
ｅ

Ｃ
ｉ
ｔ
ｉ
ｅ
ｓ
,
　
ｉ
ｎ
　
Ｌ
ｅ
Ｇ
ａ
ｔ
ｅ
ｓ
,
　
Ｒ
,
　
Ｔ
,
　
＆

ｓ
ｔ
ｏ
ｕ
ｔ
,
　
Ｆ
,
　
（
２
０
０
７
）
,
　
Ｔ
ｈ
ｅ

Ｃ
ｉ
ｔ
ｙ
　

Ｒ
ｅ
ａ
ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｕ
ｒ
ｂ
ａ
ｎ
　
Ｒ
ｅ
ａ
ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｓ
ｅ
ｒ
ｉ
ｅ
ｓ
,
　

Ｆ
ｏ
ｕ
ｒ
ｔ
ｈ
　
ｅ
ｄ
ｉ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
,
　
R
ｏ
ｕ
ｔ
ｌ
ｅ
ｄ
ｇ
ｅ
,
を
参
照

と
と
も
に
、
個
々
の
活
動
も
展
開

を
見
せ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
軌
跡

は
有
志
が
作
成
し
た
ヒ
ル
サ
イ
ド

ア
ー
カ
イ
ブ
　
（
h
t
t
p
:
/
/
w
i
k
i
.

l
i

v
e
d
o
o
r
.

j
p
/
y
1
5
0
s
a
y
a
/
）
に
も
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